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ア
ル
コ
ー
ル
と
紫
煙
が
充
満
す
る

暗
い
室
内
で
、圧
倒
的
な
音
量
の

ジ
ャ
ズ
が
炸
裂
す
る
。

60
〜
70
年
代
の
ジ
ャ
ズ
Ｂ
Ａ
Ｒ
は
、

大
人
の
空
間
だ
っ
た
。

誰
も
大
声
で
話
す
こ
と
な
く

静
か
に
音
楽
に
聴
き
入
る
。

そ
れ
は
ジ
ャ
ズ
と
い
う

高
度
な
音
楽
へ
の
尊
敬
で
あ
り
、

同
時
に
そ
の
臨
場
感
を

余
す
こ
と
な
く
伝
え
る

ひ
と
つ
の
ス
ピ
ー
カ
ー
に
対
す
る
、

畏
れ
の
よ
う
な
感
情
も

確
か
に
あ
っ
た
の
だ
と
思
う
。

だ
か
ら
当
時
の
ジ
ャ
ズ
フ
ァ
ン
た
ち
は

Ｊ
Ｂ
Ｌ
を
我
が
も
の
に
し
よ
う
と

躍
起
に
な
っ
た
。

や
が
て
そ
の
静
か
な
熱
狂
は
、

ジ
ャ
ズ
フ
ァ
ン
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、

オ
ー
デ
ィ
オ
フ
ァ
ン
全
体
に

広
ま
っ
て
い
っ
た
。

か
つ
て
こ
れ
ほ
ど
一
つ
の

ス
ピ
ー
カ
ー
ブ
ラ
ン
ド
が
愛
さ
れ
た

時
代
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
。

Ｊ
Ｂ
Ｌ
を
所
有
す
る
こ
と
は
、

ク
ー
ル
な
音
楽
的
ス
テ
イ
タ
ス
を

手
に
入
れ
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

「
ス
ピ
ー
カ
ー
は
何
を
使
っ
て
い
ま
す
？
」

「
４
３
１
１
で
す
」

あ
え
て
Ｊ
Ｂ
Ｌ
を
省
略
す
る

そ
の
気
取
っ
た
も
の
言
い
こ
そ
、

オ
ー
デ
ィ
オ
が

最
も
優
雅
な
趣
味
で
あ
る
こ
と
の

証
左
に
他
な
ら
な
い
。

JBLのルーツとなるラウドスピーカー
製造メーカーである「ランシング・
マニュファクチュアリング・カンパニー」
がスタートしたのは1927年のこと。
このとき、創業者のランシングは
自らの名前をジェームス・バロー・
ランシングに変更したという。

Photo / Harman International Japan
Text / Teruhiko Doi（WPP）
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mono パラゴンの音響工学的な構造を
考えたのはリチャード・レンジャー
アメリカ陸軍通信隊大佐。
レンジャー大佐は、映画産業の
黎明期から、映画音響技術において
数多くの画期的な
業績を上げた人物でもある。

名
機「
パ
ラ
ゴ
ン
」が
生
ま
れ
た

の
は
１
９
５
７
年
。

１
９
４
８
年
に
登
場
し
た

Ｌ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
は
当
初

モ
ノ
ラ
ル
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
パ
ラ
ゴ
ン
が
生
ま
れ
た

’57
年
当
時
は
モ
ノ
ラ
ル
録
音
の

レ
コ
ー
ド
が
ス
テ
レ
オ
に
変
わ
る

過
渡
期
だ
っ
た
。

パ
ラ
ゴ
ン
の
構
造
は
、ユ
ニ
ー
ク
な

家
具
的
シ
ル
エ
ッ
ト
の
中
に

２
台
の
ス
ピ
ー
カ
ー
を
配
し
、

中
央
部
が
前
面
に
向
か
っ
て
湾
曲
し
、

中
高
音
を
鳴
ら
す
ホ
ー
ン
が

前
面
に
向
け
放
射
さ
れ
る
こ
と
で
、

指
向
性
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

と
い
う
画
期
的
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

こ
れ
だ
と
、室
内
に
お
け
る

試
聴
位
置
が
、ス
ピ
ー
カ
ー
の
軸
上

か
ら
多
少
ず
れ
て
も
、ス
テ
レ
オ
の

音
像
を
正
確
に
再
生
で
き
る
、

と
い
う
利
点
も
あ
る
。

同
時
に
、モ
ノ
ラ
ル
レ
コ
ー
ド
を

鳴
ら
し
た
と
き
に
、

ス
テ
レ
オ
的
な
音
響
効
果
を

持
た
せ
る
こ
と
も
で
き
た
。

つ
ま
り
、そ
の
時
代
の

音
楽
を
聴
く
環
境
を
考
え
抜
い
て

製
作
さ
れ
た
ス
ピ
ー
カ
ー
だ
っ
た
。

ス
テ
レ
オ
時
代
の
幕
開
け
を
飾
っ
た

こ
の「
パ
ラ
ゴ
ン
」は
、

当
時
の
ハ
イ
フ
ァ
イ
愛
好
者
に

大
人
気
に
な
っ
た
と
い
う
。

パラゴンが製造されていたのは1983年くらいまで。音
響プロダクトというよりは、大型楽器工房で製造され
る特注の楽器、というのが正しいかもしれない。なかな
か鳴らすのが難しいスピーカーだが、その音色は絶品。
中古市場やオークションなどでたまに出品されている
のを見かける。

家具としての存在感
もあるパラゴン。そ
の誕生期はデザイン
史におけるミッドセ
ンチュリーモダンの
時代。湾曲した木部
にはイームズ夫妻が
形にした成型合板技
術が生かされている。

カリフォルニア州ノー
スリッジに所在する
JBLの本社工場。1980
年当時の写真。

整然とした工場内で製造
されるJBL製品。創業者
のランシングは、販売し
た後のメンテナンスまで
きちんと考えた製品作り
を行っていたという。
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自
分
だ
け
の
Ｊ
Ｂ
Ｌ
を
手
に
入
れ
る
喜
び
は
、

大
人
と
し
て
の
誇
り
で
も
あ
る

　

狂
騒
の
20
年
代
、
ア
メ
リ
カ
で

は
〝
ジ
ャ
ズ
・
エ
イ
ジ
〞
と
呼
ば

れ
た
時
代
だ
。
現
在
ま
で
続
く
ア

メ
リ
カ
の
大
量
消
費
時
代
、
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
時
代
の
幕
開
け
で
も
あ

り
、
第
一
次
世
界
大
戦
終
結
後
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
輸
出
経
済
に
よ

る
、
空
前
の
好
景
気
に
支
え
ら
れ

て
い
た
時
代
で
も
あ
る
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
は
高
層
ビ
ル
が
建
ち
、

ト
ー
マ
ス
・
エ
ジ
ソ
ン
が
発
明
し

た
電
気
は
暗
い
夜
の
街
を
明
る
く

染
め
上
げ
、
ダ
ン
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
と
し
て
の
ジ
ャ
ズ
が
演
奏
さ
れ
、

そ
の
演
奏
を
録
音
し
た
音
楽
が
初

め
て
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
た
。

　

世
に
名
高
い
ス
ピ
ー
カ
ー
ブ
ラ

ン
ド
『
Ｊ
Ｂ
Ｌ
』
の
創
始
者
ジ
ェ

ー
ム
ス
・
バ
ロ
ー
・
ラ
ン
シ
ン
グ

は
1
9
0
2
年
に
生
ま
れ
、
こ
の

20
年
代
に
は
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ

ィ
の
ラ
ジ
オ
放
送
局
で
技
師
と
し

て
働
い
て
い
た
。
そ
の
頃
、
彼
は

す
で
に
初
期
の
ラ
ジ
オ
放
送
に
お

け
る
音
質
の
悪
さ
を
何
と
か
改
善

し
よ
う
と
考
え
て
い
た
ら
し
い
。

1
9
2
7
年
に
は
Ｊ
Ｂ
Ｌ
の
ル
ー

ツ
と
な
る
「
ラ
ン
シ
ン
グ
・
マ
ニ

ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
リ
ン
グ
・
カ
ン

パ
ニ
ー
」
を
興
し
、ス
ピ
ー
カ
ー・

ユ
ニ
ッ
ト
の
製
造
を
始
め
た
が
、

創
業
間
も
な
い
1
9
2
9
年
に
大

恐
慌
と
な
り
、
困
難
な
経
営
状
態

に
陥
る
。
た
だ
、
こ
の
時
代
は
映

画
産
業
に
お
け
る
革
命
的
な
出
来

事
、
ト
ー
キ
ー
が
始
ま
っ
た
時
代

ル
テ
ッ
ク
・
ラ
ン
シ
ン
グ
」
の
ネ

ー
ム
バ
リ
ュ
ー
は
非
常
に
高
く
な

っ
て
お
り
、
紆
余
曲
折
を
経
て
頭

文
字
の
Ｊ
・
Ｂ
・
Ｌ
が
ラ
ン
シ
ン

グ
の
新
し
い
会
社
の
社
名
（
1
9

5
4
年
か
ら
）
に
な
っ
た
。
し
か

し
創
業
者
の
ラ
ン
シ
ン
グ
は
1
9

4
9
年
、
自
ら
の
命
を
絶
っ
て
他

界
す
る
。

　

後
を
継
い
だ
共
同
経
営
者
の
ウ

ィ
リ
ア
ム
・
ト
ー
マ
ス
は
、
一
般

家
庭
の
室
内
で
美
し
く
存
在
す
る

高
音
質
の
ス
ピ
ー
カ
ー
製
造
を
開

始
し
、
1
9
5
2
年
に
名
品
「
ハ

ー
ツ
フ
ィ
ー
ル
ド
」
を
発
表
。
雑

誌
ラ
イ
フ
で
「
モ
ノ
ラ
ル
時
代
の

最
高
傑
作
」
と
謳
わ
れ
る
ほ
ど
の

評
価
を
得
た
。
1
9
5
5
年
の
カ

タ
ロ
グ
で
は
初
め
て「
Ｊ
Ｂ
Ｌ
！
」

と
、
感
嘆
符
が
イ
ニ
シ
ャ
ル
に
付

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
1
9
5

7
年
に
は
金
字
塔
「
パ
ラ
ゴ
ン
」

を
発
表
。
時
は
ス
テ
レ
オ
Ｌ
Ｐ
レ

コ
ー
ド
の
時
代
。
モ
ニ
タ
ー
ス
ピ

ー
カ
ー
へ
の
期
待
が
高
ま
り
キ
ャ

ピ
タ
ル
レ
コ
ー
ド
と
共
に
研
究
開

発
を
進
め
、
つ
い
に
今
日
の
す
べ

て
の
オ
ー
デ
ィ
オ
フ
ァ
ン
を
魅
了

し
た
「
Ｊ
Ｂ
Ｌ
43
シ
リ
ー
ズ
」
が

誕
生
す
る
。
4
3
2
0
、4
3
4
3

と
続
い
た
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
日

本
も
含
め
た
世
界
の
オ
ー
デ
ィ
オ

の
伝
説
に
な
っ
た
。
以
降
、1
9
8

5
年
に「
エ
ベ
レ
ス
ト
Ｄ
Ｄ
5
5
0

0
0
」、
1
9
8
9
年
に
は
「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
Ｋ
2 

Ｓ
9
5
0
0
」、2

0
0
6
年
に
は「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｋ

2 

Ｓ
6
6
0
0
0
」
な
ど
を
発
表
。

王
者
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
、
ブ

ラ
ン
ド
で
あ
り
続
け
て
い
る
。

で
も
あ
っ
た
。
何
本
か
の
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
映
画
が
大
ヒ
ッ
ト
し
、
そ

の
成
功
は
人
々
の
関
心
を
映
画
の

〝
音
質
〞へ
と
向
け
さ
せ
た
。
も
ち

ろ
ん
、
映
画
の
内
容
が
重
要
な
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の

判
断
基
準
の
中
に
〝
音
〞
が
加
わ

っ
た
こ
と
は
、
ラ
ン
シ
ン
グ
の
会

社
に
と
っ
て
は
追
い
風
で
あ
っ
た

に
違
い
な
い
。
事
実
、
Ｍ
Ｇ
Ｍ
ス

タ
ジ
オ
の
劇
場
用
音
響
装
置
の
製

作
に
ラ
ン
シ
ン
グ
が
招
か
れ
、
1

9
3
4
年
に
「
Ｍ
Ｇ
Ｍ
シ
ャ
ラ
ー

ホ
ー
ン・シ
ス
テ
ム
」を
製
作
。
そ

の
年
の
映
画
芸
術
科
学
ア
カ
デ
ミ

ー
賞
の
受
賞
と
い
う
名
誉
を
手
に

し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム

は
映
画
音
響
技
術
の
世
界
で
は
大

き
な
技
術
革
新
と
し
て
記
録
に
残

さ
れ
て
い
る
。

　

1
9
3
0
年
代
後
半
か
ら
40
年

代
初
頭
に
か
け
て
、
ラ
ン
シ
ン
グ

の
会
社
は
再
び
経
営
難
に
陥
り
、

今
度
は
ア
ル
テ
ッ
ク
社
に
吸
収
合

併
さ
れ
る
。
そ
し
て
劇
場
用
シ
ス

テ
ム
と
し
て
名
高
い
Ａ-

4
型
シ

ス
テ
ム
を
開
発
。
'60
〜
70
年
代
の

日
本
で
Ｊ
Ｂ
Ｌ
と
人
気
を
二
分
し

た
ス
ピ
ー
カ
ー
ブ
ラ
ン
ド
「
ア
ル

テ
ッ
ク
・
ラ
ン
シ
ン
グ
」
は
こ
う

し
て
誕
生
し
た
。
日
本
で
は
モ
ニ

タ
ー
ス
ピ
ー
カ
ー
の「
Ａ
6
0
4
」

で
知
ら
れ
て
い
る
。
1
9
4
6
年

に
な
る
と
ラ
ン
シ
ン
グ
は
ア
ル
テ

ッ
ク・ラ
ン
シ
ン
グ
社
を
離
れ
、二

度
目
の
独
立
を
果
た
す
。た
だ「
ア

［ 語 り 継 が れ る 名 機 ］

PROJECT EVEREST
プロジェクト エベレスト

PARAGON
パラゴン

HARTSFIELD
ハーツフィールド

チーフエンジニアのグレッグ・ティンバース、
プロダクトデザイナーのダニエル・アッシュ
クラフトら、JBLチームともいうべき優秀な
技術者たちが終結して1985年に「DD55000」
を発表。そして2006年に最高峰の「DD66000」
を創立60周年の記念モデルとして発表した。
現代版のハーツフィールド、パラゴンの完成
を目指して製作されたその圧倒的な存在感と
サウンドは、最高峰と呼ぶにふさわしい。

まだ、無骨なだけのスタイリングがほとんど
だったスピーカーの世界に、初めて工業デザ
インのセンスを投入して、一般家庭のリビン
グに美しく佇む製品として1952年に登場。当
時、工業デザイナーとして高名だったロバー
ト・ハーツフィールドがチーフデザイナーと
して製品デザインを担当。アメリカではこの
「ハーツフィールド」を嚆矢として、プロ用の最
高級ユニットが家庭の中に持ち込まれ始めた。

1957年に登場した名品。デザイナーはアーノ
ルド・ウルフで、彼はこの「パラゴン」の大
ヒットによって後に、ウィリアム・トーマス
に続くJBLの3代目社長の座に就任すること
になる。「パラゴン」は音響工学的にも非常に
ユニークな構造をしており、家具とオーディ
オの融合を果たした初めての製品であったと
もいえる。モノラルレコード時代とステレオLP
レコード時代を繋ぐ、歴史的な傑作品である。

PROJECT K2
プロジェクトK2

エベレストと共に、現代版のハーツフィールド、パラゴンに匹敵する
最高峰を目指して開発がスタート。1989年にはダグ・バトンを招聘
して「プロジェクトK2 S9500」を完成（左の写真）。1991年には「プ
ロジェクトK2 S7500」、’92年に「プロジェクトK2 S5500」、2001年
に終着技術と評される「プロジェクトK2 S9800」を完成させた。プ
ロ用の最高クラスの技術を一般家庭で味わえる贅沢なスピーカー。

Photo / WPP Archives（at Candy 2008）

ホワイトハウスにパラゴンが採用された
話は有名だが、主な一流どころのスタジオ
モニター、ヤンキースタジアムやドジャー
スタジアム、アカデミー賞の授賞式会場である
ハリウッドのコダックシアターなど、JBLは
あらゆる音響施設で採用されている。オバマ
大統領就任式のモニターもJBL製だった。
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mono

カリフォルニア州ロサンゼルスの郊外に所在するノースリッジのJBL
本社。右の写真は創業者のジェームス・バロー・ランシング。

プロジェクト・エベレスト「JBL DD67000」／
同社の名機「ハーツフィールド」や「パラゴン」の
フォルムをモチーフとして、大胆に曲線を取り
入れたデザインが特徴。カラーバリエーション
としてローズウッド、チェリー、エボニー、メイ
プルがある。価格315万円（1本）

4365スタジオモニター／JBLにおける永遠のス
タンダードとは43シリーズであり、同時に15イ
ンチウーファー＋コンプレッション・ドライバ
ーというシステム構成を指す。時代に則した新
素材の採用にも積極的。あらゆる音楽をJBLの
音で再生する。価格84万円（1本）

プロジェクトK2「S9900」／エベレスト・シリー
ズと比肩する同社のフラッグシップ・モデル。
JBL初の高純度マグネシウムダイアフラムを採
用。そのサウンドと存在感は、新世代のJBLにふ
さわしい。マホガニー仕上げと、ゼブラウッド仕
上げが用意されている。価格194万2500円（1本）

JBL製品に関するお問い合わせは
ハーマン・インターナショナル
☎03-3836-5660
http://www.harman-japan.co.jp
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